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規　　　約

１）雑誌『言語文化学研究』は、３分冊とし、それぞれ「日本語日本
文学編」「英米言語文化編」「言語情報編」とする。

２）大阪公立大学現代システム科学研究科言語文化学分野所属の教員
は、雑誌『言語文化学研究』に投稿することができる。

３）下記３つの範疇に属する者で、大阪公立大学現代システム科学研
究科言語文化学分野所属の教員の推薦を受けた者は、『言語文化
学研究』に投稿することができる。

（１）大阪公立大学現代システム科学研究科言語文化学分野に在
籍する学生および修了生、単位取得退学者

（２）大阪府立大学人間社会システム科学研究科に在籍する学生
および修了生、単位取得退学者、並びにその前身となる教
育課程の修了生

（３）その他特に、大阪公立大学現代システム科学研究科言語文
化学分野所属の教員が認めた者

４）投稿は未公刊学術論文に限る。

５）原稿の査読・採否の判断その他の編集業務はすべて編集委員会の
決定にしたがって行う。編集委員会は、教授１名以上を含む委員
構成にする。なお、査読は複数の査読者によって行われる。

６）投稿方法、原稿の書式については別に定める投稿規定、執筆要項
を参照のこと。

７）掲載原稿の著作権は、著者に帰属する。ただし、編集委員会は、
掲載原稿を電子化し、公開・配布するための権利を有するものと
する。

８）掲載原稿は原則的に、大阪公立大学学術情報リポジトリOPACで
公開する。https://opac.ao.omu.ac.jp/
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編 集 後 記

　『言語文化学研究　第19号』をお届けします。

　2022年4月、「大阪府立大学」「大阪市立大学」の二大学が統合され、

公立大学法人大阪公立大学として新たなスタートを切りました。それ

に伴い、現代システム科学研究科現代システム科学専攻が誕生し、言

語文化学分野が設けられました。

　学術雑誌『言語文化学研究』は、この言語文化学分野所属の教員を

中心として刊行しており、これまで専門分野に応じて「日本語日本文

学編」「英米言語文化編」「言語情報編」の3分冊として刊行してきま

したが、第17号から合冊として刊行するに至りました。また、第18号

から電子版での刊行となり、大阪公立大学学術情報リポジトリOPAC

で公開しています。https://opac.ao.omu.ac.jp/

編 集 委 員

田中美津子

山﨑　正純

２０２４年３月３１日発行

〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１−１

大阪公立大学 現代システム科学研究科

現代システム科学専攻 言語文化学分野
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